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御　　礼

10 月 31 より 11 月 1 日まで当寺報恩講を勤めさ

せていただいたところ、お忙しい中ご都合をつけ

てお参りをいただき、そして厚いご懇念をお運び

いただき、誠にありがとうございました。心より

感謝申し上げます。お運びいただきました御墾念

は大切に常入寺の維持管理、そして運営のために

使わせていただきます。今後とも常入寺維持運営

にご協力いただきたくお願い申し上げます。                   

常入寺住職　青井和成

御
お し ち や は ん

正 忌 法 要
11 月 24 日 （日） 午前 10 時より午後 3時 30 分まで

おしっちゃはんは東本願寺でつとまる御正忌報恩講 (8 日間勤められる宗祖親鸞聖人のご法事）にあ
わせて勤める仏事です。
	 午前の部	 	 午前 10時より

	 尼講追悼会	 午後 2時より
	 午後の部	 	 引き続き
　☆法話は住職が行います。
　☆尼講によって、
　　　お昼にお斎のもてなしがあります。

毎年の本山報恩講御満座では体を前後左右に
動かすダイナミックな坂東曲 が勤まります
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